
主要都市の高度利用地地価動向報告（北陸地方管内）
～ 地価ＬＯＯＫレポート ～

【第36回】平成28年第3四半期（平成28年7月1日～平成28年10月1日）の動向

北陸地方管内においては、上記対象地区のうちの３地区（新潟市・富山市・金沢市）について

掲載しています。
全国版の調査結果は本省ＨＰ【 http://tochi.mlit.go.jp/kakaku/chika-look 】にて公開しています。





第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期
H27.10.1
～H28.1.1
総合評価

H28.1.1
～H28.4.1
総合評価

H28.4.1
～H28.7.1
総合評価

H28.7.1
～H28.10.1
総合評価

新潟県 新潟市 中央区 新潟駅南 商業 JR新潟駅南口周辺。中高層の店舗ビルが建ち並ぶ商業地区。

富山県 富山市 富山駅周辺 商業
JR富山駅周辺。JR富山駅の南側に位置し、中高層の店舗やホテ
ル等が建ち並ぶ駅前の商業地区。

石川県 金沢市 金沢駅周辺 商業
JR金沢駅周辺。金沢駅東側を中心にホテル、事務所等が建ち並
ぶ商業地区。

地区の特徴都道府県 都市名 行政区 地区 区分

各地区の総合評価（変動率）推移

新潟駅南は、前回に引き続き横ばい
富山駅周辺は、前回に引き続き０～３%の上昇
金沢駅周辺は、前回に引き続き３～６%の上昇



新潟駅南地区（新潟市中央区）

0%
横ばい

H28.7.1
～H28.10.1

0%
横ばい

H27.10.1
～H28.1.1

H28.1.1
～H28.4.1

0%
横ばい

H28.4.1
～H28.7.1

0%
横ばい



富山駅周辺地区（富山市）

H28.1.1
～H28.4.1

H28.7.1
～H28.10.1

H27.10.1
～H28.1.1

H28.4.1
～H28.7.1

0～3%
上昇

※H28第1四半期から、対象地区を西町・総曲輪から富山駅周辺に変更

0～3%
上昇

0～3%
上昇



金沢駅周辺地区（金沢市）

3～6%
上昇

H28.1.1
～H28.4.1

3～6%
上昇

3～6%
上昇

H28.7.1
～H28.10.1

H27.10.1
～H28.1.1

H28.4.1
～H28.7.1

3～6%
上昇



参考資料（経済情勢）

【総括判断】

【各項目の判断】

項目 前回（28年7月判断） 今回（28年10月判断）

個人消費 緩やかに持ち直している。 一部に弱さがみられるものの、緩やかに持ち直している。

生産活動 一部に弱さがみられるものの、緩やかに持ち直しつつある。
一部に弱さがみられるものの、緩やかに持ち直しつつあ
る。

設備投資 28年度は増加見通しとなっている。 28年度は増加見通しとなっている。

雇用情勢 緩やかに改善している。 緩やかに改善している。

住宅建設 持ち直しつつある。 緩やかに持ち直している。

公共事業 前年を上回っている。 前年を下回っている。

企業収益 28年度は増益見通しとなっている。 28年度は増益見通しとなっている。

企業の景況感 「下降」超幅が縮小している。 「下降」超幅が縮小している。

出典：関東財務局新潟財務事務所「県内経済情勢報告」(http://kantou.mof.go.jp/niigata/keizai/index.htm)

新 潟 県 内 経 済 情 勢

一部に弱さがみられるものの、持ち直しが続いている。

　先行きについては、各種政策の効果により、緩やかに回復していくことが期待される。ただし、海外景気の下振れなど、景気を下押しするリスクに留意する必要がある。



【総括判断】

【各項目の判断】

項目 前回（28年7月判断） 今回（28年10月判断）

個人消費 回復している。 一部に弱さがみられるものの、回復している。

生産 緩やかに回復しつつある。 緩やかに回復しつつある。

設備投資 28年度は増加見通しとなっている。 28年度は減少見通しとなっている。

雇用情勢
着実に改善している。
一部では、人手不足感が強まっている。

着実に改善している。

一部では、人手不足感が強まっている。

住宅建設 回復しつつある。 回復しつつある。

公共事業 前年を上回っている。 前年を上回っている。

企業収益 28年度は減益見通しとなっている。 28年度は減益見通しとなっている。

企業の景況感 全産業では「下降」超となっている。 全産業では「下降」超となっている。

出典：北陸財務局富山財務事務所「富山県内経済情勢」(http://hokuriku.mof.go.jp/toyama/pagehrhp02500003.html)

富 山 県 内 経 済 情 勢

県内経済は、総じて回復している。

　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、着実に回復を続けていくことが期待される。
  なお、海外景気の下振れなどが景気を下押しするリスクとなっているほか、人手不足に伴う企業活動への影響が懸念されることから、これらの動向に留意が必
要である。



【総括判断】

【各項目の判断】

項目 今回（28年7月判断） 今回（28年10月判断）

個人消費 一部に弱さがみられるものの、回復している。 回復が緩やかになっている。

生産 一部に弱さがみられるものの、回復している。 一部に弱さがみられるものの、回復している。

設備投資 28年度は減少見通しとなっている。 28年度は減少見通しとなっている。

雇用情勢
着実に改善している。
一部では、人手不足感が強まっている。

着実に改善している。
一部では、人手不足感が強まっている。

住宅建設 緩やかに回復している。 緩やかに回復している。

公共事業 前年を上回っている。 前年を上回っている。

企業収益 28年度は増益見通しとなっている。 28年度は減益見通しとなっている。

企業の景況感 全産業では「下降」超となっている。 全産業では「下降」超となっている。

出典：北陸財務局「石川県内経済情勢」(http://hokuriku.mof.go.jp/keizai/kennai_jyousei.html)

石 川 県 内 経 済 情 勢

県内経済は、一部に弱さがみられるものの、回復している。

　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、着実に回復を続けていくことが期待される。
　なお、海外景気の下振れなどが景気を下押しするリスクとなっているほか、人手不足に伴う企業活動への影響が懸念されることから、これらの動向に留意が必
要である。



参考資料（土地所有権移転の動向）

出典：法務省「法務統計月報」(http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_touki.html)
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出典：法務省「法務統計月報」(http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_touki.html)
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出典：法務省「法務統計月報」(http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_touki.html)
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参考資料（住宅市場の動向）

出典：国土交通省「建築着工統計」(http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk4_000002.html)
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出典：国土交通省「建築着工統計」(http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk4_000002.html)
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出典：国土交通省「建築着工統計」(http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk4_000002.html)
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地価LOOKレポートご利用にあたっての注意事項

本報告の作成に当たっては細心の注意を払っておりますが、本報告の結果
を用いた投資判断等は利用者の責任において行っていただくようお願いいた
します。国土交通省は、本報告の結果を利用したことにより生じたいかなる損
害についてもその責任を免れるものとします。


